
第１学年２組国語科学習指導案 
指導者 本多 翔 

 
１．日時・場所 平成２８年 ６月８日（水） ５校時（１：４０～２：２５） １年２組教室 
 
２．単元名 きいて きいて こんなことがあったよ 
  教材名 おもいだしてはなそう 
  
３．単元目標  ○自分の体験から話題を決めて、思い出して話すことができる。 
 
４．指導事項   

領域 話すこと・聞くこと 
         
 
 
５．評価規準 

国語に関する関心・意欲・態度 話す・聞く能力 言語についての知識・理解・技能 
・自分の体験を進んで話そうと

している。 
・自分の体験したことを詳し

く思い出し、それをもとに話

を組み立てている。（ア） 

・言葉には、経験を伝える働きがある

ことに気づいている。（イ（ア）） 

 
６．子どもたちの実態 
  入学してから、「一年生を迎える会」や「初めての給食、掃除」「たてわり班活動」など行事や学校

生活の中「楽しかったこと」「嬉しかったこと」「困ったこと」などさまざまな体験をして、学校生活を

意欲的に過ごしている。「昨日はこんなことがあったよ」「○○さんとこんなことをしたよ。」と自分がや

ったことや体験したことを毎日楽しそうに伝えてくるなど、話すことが好きな子どもたちが多い。 
「わけをはなそう」では、日常のなかであった「嬉しかったこと」や「楽しかったこと」を「嬉しか

ったです。どうしてかというと○○だからです。」という話型に当てはめて、積極的にみんなに伝えよう

という姿が見られた。また、聞き手は、あいづちや一言で感想を話すことができた。 
本単元では、自分の体験を積極的に話し、聞き手から質問されることで、「いつ」「どこで」「だれと」

「その時の気持ち」などを入れて自分の体験をより詳しく話せるようになってほしい。また、子どもた

ちの中には、質問をして聞き出していかないと、話す内容を決められない子どもたちもいる。声量や姿

勢についてもまだまだこれから身につけていかなければならない。伝えたいという気持ちを強くもって

いる今だからこそ、友だちとの学習の中で、自分の体験がより詳しく思い出され、話が連なっていく楽

しさを感じさせたい。そして、実生活でも、自分のことを積極的に友だちに話せるようになってほしい。 
 

ア 身近なことや経験したことなどから話題を決め、必要なことを思い出すこと。 
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７．研究テーマに迫るために 
（１）研究テーマ 
 
 
 
 
サブテーマ「学年で目指す子どもの姿」 
 
 
 
（２）単元を通してつけたい力 
〈本単元でつけたい国語科としての汎用的な能力〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
本単元では、自分の経験したことを報告しそれを聞いて質問することが目的となる。話し手は経験した

ことによってどのように感じたのか、どうしてそう感じたのかなど自分の体験が伝わるように内容を思

いだして話すことが大切になる。また、聞き手は、聞いたことに反応したり、疑問に思ったことを質問

したりできるようにしたい。友だちとのやり取りの中で、体験がより詳しく思い出され、話の内容がよ

り生き生きとしたものになることを感じられる活動にしていきたい。これらの活動を通して、「身近なこ

とや経験したことなどから話題を決め、必要なことを思い出すこと」という指導事項を達成していきた

い。 
 
〈本単元で育てたい子どもたちの姿〉 
 
 
 
 

 
本単元では、自分の話したことが詳しくなったり、広がっていったりすることを経験できるように、

聞き手が質問をする場面を設けている。友だちが、自分の話を興味をもって聞いてくれることで、友だ

ちに話すことが楽しい。友だちともっとたくさん話がしたいという気持ちが高まるようにしていきたい。

今後の学級での姿として、意欲的に話したり、聞いたりする姿に表れればよいと考えている。 

自ら考え、進んで学びあうことのできる子 
 

大事なことを、進んで受信できる子 
言葉に出会い・言葉にふれて・言葉を味わえる子 

話す内容を決定し、話の材料を集める能力 
→生活の中で会話をしたり、さまざまな教科の学習をしたりしていくうえで、必要な力である話

題を決定する力をつけさせたい。また、話すのに必要な事柄を思い出して、話の材料を集める力

を身につけることで、実生活や他教科での学習の中で会話をつなげたり、広げたりしていくこと

ができるようになってほしい。そして、より自分の思いや伝えたいことを明確に相手に伝えられ

るようにさせたい。 

友だちと楽しく話し、興味をもって聞こうとする姿 
→話し手は、自分の体験を友だちに伝わるように積極的に話す。聞き手は、友だちの話を興味をもっ

て聞き、質問する活動をする。この経験は、話すことの楽しさを感じ、学級での活動や学習の中で、

友だちと意欲的に話す姿となると考えられる。 
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テーマに迫るための手立て 
手立て①「自分の体験を表すために」 
・日ごろから、自分の体験したことの中で、「聞いてほしい」「話したい」ことをワークシートに書きた

めておきそれを振り返りながら、話題を決めるようにしていく。 
・単元の初めに話し方の例を教師の模範として映像で提示しておく。子どもたちも体験したことがある

ことや昨日あったことなど複数の話題について話し、子どもたちが話し方のイメージをもち、自分も

話してみたいと思えるようにする。 
 
手立て②「しっかり伝える、しっかり聞くために」 
・日ごろから、話すときによかったところやよい聞き方をできている子どもたちを取り上げ、学級に広

げていくことで、話し方、聞き方を意識できるようにする。 
・「いつ」「どこで」「だれと」「何をした」「どう思った」など項目を意識して体験を思い出させることで

詳しく思い出して話せるようにする。また質問についても項目を意識してできるようにする。 
・友だちの話を聞いた後の質問の仕方や反応の仕方を知らせ、友だちの話に沿って、意欲的に質問がで

きるようにする。 
・声の大きさや速さなどの基準を明確にもたせ、場に応じて意識して話すようにさせる。 
 
手立て③「活動と場の設定の工夫」 
・２人組→グループの流れで行うことで、話すことへの抵抗感を減らせるようにする。また、場が変わ

ることで、それに応じた声の大きさや姿勢で話すことができるようにする。ちょうどよい声の大きさ

で話したり、聞き取ったりできるようにするために、グループの輪の大きさやグループ同士の座席の

間隔を確保する。そのため、机といすの配置を工夫する。 
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８．学習指導計画（全４時間扱い） 
次 時 評価規準【】と 

評価方法☆ 
学習活動 指導上の留意点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分の体験したこ

とをもとに話すこ

とを決めている。 
【話・聞】 
☆ワークシート 

 
 
○日常の体験を「きいてきいて

カード」に書く。 
 
 
 
○朝の会で、昨日あった出来事

などを話す。 
聞き手は質問をする。 
 
 
 
 
 
 
 
○これまで書きためた「きいて

きいてカード」を見て、今ま

でどんなことがあったか振

り返る。 
 
○学習の仕方の映像を見て、見

通しをもつ。 
 
 
○自分の話したい話題を決め

る。 

 
 
・普段の生活の中で、誰かに話した

いと思ったことを書いておくワ

ークシートを用意し、書きためて

おくように投げかける。 
 
・他教科の学習や学級活動の話の中

で出てきた「いつ」「どこで」「だ

れが」などの言葉を取り上げ、掲

示しておく。 
 
・子どもたちから出た質問の言葉を

取り上げ、掲示しておく。 
 
 
 
・全体でたくさんのことを思い出し

ながら、話すことで一人では思い

出しにくい子どもも抵抗なく学

習に入れるようにする。 
 
・単元のゴールが見通せるように、

映像を見せ、学習の進め方を確認

する。 
 
・自分の話すことの絵をかきその時

のことを思い出しやすくする。 

おもいだして、なにをはなすかきめよう。 

本単元までの活動・手立て 
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二 ２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
言葉には、経験を伝

える働きがあるこ

とに気づいている。

【言】 
☆発表 
☆振り返り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分の体験したこ

とを詳しく思い出

し、それをもとに話

を組み立てている。 
【話・聞】 
☆発言 
☆ワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
○話すときの姿勢や声の大き

さを確認する。 
 
 
○聞くときの大切なことを確

認する。 
 
 
○二人組で体験を話す。 
 
 
 
 
 
 
○話しの内容に必要な観点を

確認する。 
 
 
 
 
○項目に照らして、自分の体験

を思い出して、ワークシート

に書き足す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
○教師を相手に話す練習をす

る。 
 
 

 
 
・声のものさしや正しい座り方など

今まで学習してきたことを振り返

らせて意識できるようにする。 
 
・話の聞き方「あいうえお」やよい

反   
 応、質問をすることを確認し意識

できるようにする。 
 
・二人での活動が難しいペアには、

手元でみられる。話型カードを用

意しそれに沿って話せるように

する。 
 
・「いつ」「どこで」「だれと」「なに

をした」「どんな気持ち」という

項目を思い出して話すことを確

認する。 
 
 
 
・「いつ」「どこで」「だれと」「なに

をした」「どんな気持ち」という

項目に合わせて自分の体験を思

い出して、より詳しくできるよう

にする。 
 
・一時で書いたワークシートに絵や

言葉で書き込ませることで、詳し

くしたところが、意識できるよう

にする。 
 
・思い出すのが難しい場合には、教

師が質問をして、体験した時のこ

とを項目に沿って思い出せるよ

うにする。 

となりのともだちにきいてほしいことをおはなししよう。 

もっとくわしくおもいだそう。 
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④ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
自分の体験を進ん

で話そうとしてい

る。 
【関】 
☆発表 
☆発言 

 
 
 
 
 
 
 
○学習の流れを確認する。 
 
 
 
○話し手、聞き手が気を付ける

ことを確認する。 
・話し手：姿勢、声の大きさ 
・聞き手：姿勢、うなずき、質   
     問 
 
○グループでおはなしをする。 
・聞き手は質問をする。 
 
 
○振り返りをする。 

・教師に話すことで、話すことへの

自信が持てるようにする。 
・話す内容で足りないところは質問

し補えるようにする。 
 
 
 
・学習の流れを黒板に掲示し、どの

子どもも今何をしているのかわ

かるようにする。 
 
・大切なことを意識できるように確

認し、掲示しておく。 
 
 
 
 
・話すことに支援のいる子どもに

は、本時までにあらかじめ練習で

教師が相手しておく。 
 
・「楽しくお話ができたか。」「もっ

と誰かに話したいか。」という観

点で、教師が質問し、手をあげさ

せることで振り返りをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぐるーぷのともだちにきいてほしいことをおはなししよう。 
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９．本時の展開（4/4） 
  （１）目標 自分の体験を思い出して、進んで話すことができる。 
 
  （２）展開 

評価規準【】と 
評価方法☆ 

学習活動 指導上の留意点 

 
 
 
・自分の体験を進んで話そうとし

ている。 
【関】 
☆話す様子[発表] 
☆発言 
☆聞く様子 
 
 
 

 
 
 
○本時のめあて、学習の進め方、

場の使い方を確認する。 
 
 
○話し手、聞き手が気を付けるこ

とを確認する。 
 
・話し手：姿勢、声の大きさ 
・聞き手：姿勢、うなずき、質問 
 
○グループでおはなしをする。 
・聞き手は質問をする。 
 
 
 
 
 
 
○振り返りをする。 
・友だちに聞いてもらって楽しか

った。 
・もっと多くの人に話したい。 
⇒学級全体へお話しする 
 

 
 
 
・学習の流れを黒板に掲示し、ど

の子どもも何をするのかわか

るようにする。 
 
・大切なことを意識できるように

確認し、掲示しておく。 
 
 
 
 
・話すことに支援のいる児童に

は、本時までにあらかじめ練習

で教師が相手をしておく。 
・質問の言葉が出やすいように、

今まで子どもたちから出た質

問を手元でみられるようにグ

ループに用意し渡しておく。 
 
・「楽しくお話ができたか。」「も

っと誰かに話したいか。」とい

う観点で、教師が質問し、手を

あげさせることで振り返りを

する。 
 

★授業を見る視点 自分の決めた話題をもとに楽しく話したり質問したりすることができているか。 

ぐるーぷのともだちにきいてほしいことをおはなししよう。 
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